
2014年度 日本機械学会優秀製品賞受賞

（日本の先端科学技術の紹介）

『小型可搬簡易型の多層盛溶接ロボット ISHIMATSU』

かこう

８月７日は「機械の日」

 ８月１日～７日は「機械週間」

独創的メカづくりが将来の日本を築く
にほんきかいがっかいゆうしゅうせいひんしょうじゅしょうねんど

にほん せんたんかがくぎじゅつ しょうかい

きかい ひ

きかいしゅうかん

どくそうてき しょうらい にほん きず

こがた かはん かんいがた たそうもり ようせつ ろぼっと いしまつ

小さなボディが様々な現場に応える
ちい ぼでぃ さまざま げんば こた

ティーチングＢＯＸ
てぃーちんぐ ボックス

溶接ロボットISHIMATSUと走行レール
ようせつろぼっと いしまつ そうこうれーる

ＩＲ-700ＭＡ

本体重量 約6.5ｋｇ
ほんたいじゅうりょう やく きろぐらむ

溶接とは・・・材料の接合法の一種で，接合する個所に局部的に熱や圧力を加えて接合すること。（接合・・・くっつけること）

コントローラ・・・電流などの「溶接に必要な条件」を制御する装置。（制御・・・コントロール）

ティーチングＢＯＸ・・・人間またはロボットが「ティーチング（記憶）」した動作を、「再生」するように設定する操作盤。

ようせつ ざいりょう せつごうほう いっしゅ せつごう かしょ きょくぶてき ねつ あつりょく くわ せつごう せつごう

こんとろーら でんりゅう ようせつ ひつよう じょうけん せいぎょ そうち せいぎょ こんとろーる

てぃーちんぐ ぼっくす にんげん ろぼっと てぃーちんぐ きおく どうさ さいせい せってい そうさばん

特徴１・・・全自動センシング

多くの産業用ロボットは、人間が「ティーチング（記憶）」と「ティーチングの再生操作」を行いますが、ＩＳＨＩＭＡＴＳＵは、センサーを利用して、自分で

溶接する箇所の計測を行い、記憶し、電流や電圧の計算をして、溶接を行うというフルオート（全自動）機能を備えています。人間が「ティーチング」

をする手間がかからず、精度が高く、とても効率的です。

おお さんぎょうよう ろぼっと にんげん てぃーちんぐ きおく てぃーちんぐ さいせい そうさ おこな いしまつ せんさー りよう じぶん

とくちょう ぜんじどう せんしんぐ

ようせつ かしょ けいそく おこな きおく でんりゅう でんあつ けいさん ようせつ おこな ふるおーと ぜんじどう きのう そな にんげん てぃーちんぐ

てま せいど たか こうりつてき

特徴２・・・小型，軽量，可搬型（可搬・・・持ち運ぶことができるということ）

多くの溶接ロボットは工場内に固定されていて、溶接したい材料を溶接ロボットの近くに移動させますが、ＩＳＨＩＭＡＴＳＵは、本体重量が約６．５ｋｇ

で、６０㎝の走行レールにセットしたまま持ち上げても約１０ｋｇなので、溶接したい場所に簡単に持ち運ぶことができ、重い資材を動かさずに溶接を

することができます。また、風雨などの影響を受けない環境であれば、屋外での使用が可能な場合もあります。（約６．５ｋｇとは、大人のボーリング

の玉と同じくらいの重さ）

とくちょう こがた けいりょう かはんがた かはん も はこ

おお ようせつ ろぼっと こうじょうない こてい ようせつ ざいりょう ようせつ ろぼっと ちか いどう いしまつ ほんたいじゅうりょう やく きろぐらむ

せんちめーとる そうこう れーる せっと も あ やく きろぐらむ ようせつ ばしょ かんたん も はこ おも しざい うご ようせつ

ふうう えいきょう う かんきょう おくがい しよう かのう ばあい やく きろぐらむ おとな ぼーりんぐ

たま おな おも

【建築】梁貫通形式大組立溶接
けんちく はり かんつう かたしき おおぐみたて ようせつ

【橋梁】橋脚BOX
きょうりょう きょうきゃく ぼっくす

いしまつ しよう おも ばしょ

てっこうしょ てつ かこう びる はし ざいりょう せいひん つく

ぞうせんしょ おおがた かもつせん たんかー せいぞう

ちょうこうそう たわー こくさい くうこう けんせつ げんば

溶接ロボットISHIMATSUの適用例

（人がはいりにくい場所や溶接の姿勢を保つこと

が難しい場所でも大活躍！）

ようせつ ろぼっと いしまつ てきようれい

ひと ばしょ ようせつ しせい たも

むずか ばしょ だいかつやく

走行レール

（マグネットつき）

コントローラ
こんとろーら

あいあーる えむえい

そうこうれーる

まぐねっと


